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研 究 内 容 １）ピロリ菌感染による胃がんおよび全身性疾患の発症メカニズムの解明
　ピロリ菌は WHO によってヒトに対して発癌性を示す細菌に分類されています。特に CagA と呼
ばれる毒素をもつピロリ菌は、これをもたない菌と比較し、激しい炎症とこれを基盤とする数倍以上
とも言われる強い発癌活性を示します。本プロジェクトでは、CagA の標的分子の同定を目的として、
ショウジョウバエを用いたゲノム規模の遺伝学的スクリーニングを実施し、複数の新規 CagA 標的
分子の同定に成功しました。我々はこれらの標的分子に焦点を絞りながら、ピロリ菌感染による胃
がんおよび全身性疾患の発症メカニズムを解明していきます。
２）前立腺の分泌機構の解明
　前立腺がんのスクリーニングに広く用いられるPSA検査には低い前立腺がん発見率やPSAが高値
を示す症例に対する過剰診療などの問題が指摘されていますが、PSAが血液中に漏出するメカニズ
ムはもとより、前立腺の分泌制御機構はほとんど明らかになっていないのが現状です。本プロジェ
クトでは、ヒトの前立腺組織およびこれをもとに作製する前立腺オルガノイドを用いて、前立腺上
皮細胞の分泌を制御する分子を同定し、これに焦点を当てながら、正常前立腺の分泌制御機構を解
明します。さらに前立腺肥大症および前立腺がん細胞が示す分泌機構の異常やこれらの疾患におけ
るPSAの血中への漏出メカニズムを明らかにすることにより、前立腺の分泌機構の包括的理解と、
より有効な前立腺がんスクリーニング法の開発を目指します。
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